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【目的・方法】 

茎レタス粉末によるアレルギー性鼻炎症状改善効果を検討することを目的とし、試験デ

ザインはランダム化プラセボ対照単盲検クロスオーバー試験にて実施した。通年性鼻炎の

症状を有する自覚症状のある 26名を対象に「茎レタス粉末」と対照食品として「さらさ

ら健康ミネラル麦茶」を用い、試験期間は各4週間とした。茎レタス粉末の鼻アレルギー

症状改善効果を血液検査（非特異的 IgE・ハウスダスト特異的 IgE）とアンケート（アレル

ギー性鼻炎重症度分類・日本アレルギー性鼻炎標準QOL調査票）により比較検討した。 

【結果】 

非特異的 IgEは、茎レタス粉末摂取4週間後の抗体値が麦茶摂取後と比較し、減少傾向

であった。アレルギー性鼻炎重症度分類では、茎レタス粉末摂取による症状改善はみられ

なかった。日本アレルギー性鼻炎標準QOL調査票では、茎レタス粉末摂取前と摂取 4週

間後を比較すると、鼻の症状に関する質問で「鼻づまり」の項目と QOLに関する質問で

は「戸外活動」の項目で、スコアの低下傾向が見られた。QOLに関する質問では「身体」、

「精神生活」の項目ではスコアの低下がみられた。 

【考察・課題】 

茎レタス粉末の摂取試験を４週間実施した。通年性鼻炎の症状改善への可能性はあった

が、血中の IgEの改善は機序的にも難しいと思われた。今後は症状の表れやすい花粉症で

試験を行う予定である。 

 


